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１．はじめに

朝霞市立朝霞第五小学校（以下「朝霞第五小学校」という。）で発生した事故は、安全・安心な

給食の提供を本旨とする学校給食の根幹を損なったものであり、その責任は教育委員会にあると

重く受け止めています。

このことから事故の原因を究明するために、事故発生直後から約 1か月に渡り、学校・委託事
業者・納入事業者と協議を行うとともに、保護者説明会や市民からの意見等を真摯に受け止め、

再発防止策を検討してまいりました。さらに、調整過程で法的分野・学校給食分野の専門家から

も助言をいただき、以下のとおり報告としてまとめました。

教育委員会は児童生徒に学校給食を安心して食していただけるよう、今後も最善を尽くしてま

いります。

２．事故の概要

令和 3年 3月 10 日（水）に朝霞第五小学校の 6年生の 1クラス（児童数 41 名）で実施したリ

クエスト給食（卒業祝いのための特別給食）において、児童に提供したポンデドーナツ（以下「ド

ーナツ」という。）25 個のうち５個の賞味期限が切れており、2名の児童が喫食してしまった。

このドーナツは、前日に公益財団法人埼玉県学校給食会（以下「学校給食会」という。）から冷

凍状態で納品されたもので、20 個（箱入り・個包装）は 2022 年 1月 11 日、5個（ビニール袋で

納品）は 2020 年 1月 27 日の賞味期限であった。

（１）事故発生状況

事故発生日の前日、3月 9日（火）午前 9時 55 分に学校給食会から 10日（水）の 6年生 1ク

ラスのリクエスト給食で提供するドーナツ 25個が、冷凍状態（-10℃）で納品され、朝霞第五小

学校自校給食室委託事業者ハーベストネクスト株式会社（以下「委託事業者」という。）のパート

従業員が検収している。商品は 10日の給食は配膳時までは自校給食室内冷凍庫で−22℃で保管し、

喫食の 1時間前に常温で解凍し提供した。

10 日（水）児童が給食喫食中に、ドーナツの個包装の袋に記載されていた賞味期限により賞味

期限切れに気付く。学級担任が喫食を中止して全ての賞味期限を確認したところ 25個のうち、5

個の賞味期限切れが発覚し、その時点で 5個のうち 2個が食されていた。

（２）児童の健康状態

賞味期限切れのドーナツを食した児童は 2名で、食後から健康状態に異常は認められていな

い。

（３）被害児童・保護者への対応

事故当日（3月 10 日）学校において、喫食後の児童の体調を確認するとともに、午後 6時頃喫

食した児童の保護者に電話で事情を説明し、謝罪とともに体調の観察をお願いした。また、当該

クラスの保護者に学校から事故の内容についてメールで連絡した。

翌 11 日（木）には、学校長が登校した児童の健康状態を確認し、12 日（金）には朝霞第五小

学校長と学校給食会理事長の連名で全児童及び保護者に、謝罪と経過説明文をメール送信した。
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更に 13 日（土）には、朝霞市教育委員会事務職員が当該児童の家庭を訪問し、謝罪とともに児

童の健康状態の確認を行った。

17 日（水）、18日（木）には、朝霞第五小学校にて保護者説明会を 3回開催し、23日（火）に

は全児童の保護者に対し、保護者説明会の報告文書を配付した。

（４）関係機関への報告

令和 3年 3月 11 日（木） 賞味期限切れのドーナツの提供について記者発表（資料 3）

3月 12 日（金） 朝霞市議会全員協議会へ事故について説明

埼玉県保健体育課に電話にて事故報告（概要のみ）

3月 25 日（木） 朝霞市議会全員協議会へ事故について説明（2回目）

（５）調査の経過

令和 3年 3月 11 日（木） 教育委員会職員（学校給食課）による学校給食会への事情聴取

（1回目）学校給食会で実施した同商品の細菌検査結果確認

（結果：異常なし 資料 6）

3月 15 日（月） 朝霞市役所 302 会議室にて教育委員会職員による学校給食会、

委託事業者からの事情聴取（2回目）

3月 18 日（木） 学校給食会にドーナツの油脂の劣化に関する追加検査（ＰＯＶ：

過酸化物価、ＡＶ：酸化）を依頼（結果：基準値以内 資料 6）

4月 5日（月） 朝霞市役所 502 会議室にて教育委員会職員による学校給食会から

の事情聴取（3回目）

（６）事実経過

日 付 時間 実施主体 対 応

3月 10 日（水） 13：00 学校 事故発生 学校給食課に連絡

17：00 学校 当該クラス保護者に学校からメールで連絡

喫食した児童の保護者に電話で事故の説明と児童

の体調確認（異常なし）

3月 11 日（木） 8：00 学校 登校した児童の体調確認（異常なし）

14：00 学校給食会 学校給食会で実施した同商品の細菌検査結果確認

（結果：異常なし）※資料 6

17：00 教育委員会 記者発表 ※資料 3

3月 12 日（金） 16：00 学校

学校給食会

第五小学校長と学校給食会理事長連名で全児童の

保護者にお詫びと経過説明文書をメール送信

22：00 教育委員会 全員協議会で市議会議員へ報告

3月 13 日（土） 教育委員会 喫食した児童宅を訪問し謝罪

3月 15 日（月） 10：00 学校給食会

委託事業者

学校給食会、委託事業者が来庁し、謝罪と説明を受

けた（市長、教育長）
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３．委託の概要

○納入事業者 公益財団法人埼玉県学校給食会

埼玉県北本市朝日２－２２８

０４８－５９２－２１１５

取引内容：基本物資…牛乳、主食（米飯・パン・麺等）年間契約

一般物資…加工品、調味料、乾物、缶詰、デザート等 月間契約

○委託事業者 ハーベストネクスト株式会社

神奈川県横浜市保土ヶ谷区岩間町２丁目１２０番地

０４５－３３６－１１２０

委託内容：調理業務委託（自校給食室）

学校給食会 埼玉県熊谷保健所が学校給食会の立入検査を実施

※資料 5

3月 16 日（火） 10：00 学校 埼玉県南部保健所・埼玉県保健体育課が朝霞第五小

学校の立入検査を実施

3月 17 日（水） 16：00 学校・教育委員会 保護者説明会開催（1・2年生保護者対象）

18：00 学校・教育委員会 保護者説明会開催（3・4年生保護者対象）

委託事業者 ハーベストネクスト株式会社から事故報告書を受

領 ※資料 2

3月 18 日（木） 11：00 教育委員会 学校給食会に同商品の油脂の劣化に関する追加検

査を依頼（結果：基準値以内）※資料 6

13：00 学校

学校給食会

6 年当該クラスの児童に対し、リクエスト給食の再

実施（デザート３種類は学校給食会が費用負担）

14：00 学校・教育委員会

委託事業者

3 者で事故内容の確認と再発防止策の検討

18：00 学校・教育委員会 保護者説明会開催

（5・6年生、ひまわり保護者対象）

3月 23 日（火） 学校 全児童の保護者に対し、保護者説明会の報告文書

を配付

3月 25 日（木） 教育委員会 学校給食物資の全納入業者に対し、納入時の確認の

徹底について文書配付

17：00 教育委員会 全員協議会で市議会議員へ報告

3月 26 日（金） 学校給食会 学校給食会から熊谷保健所に報告書提出 ※資料 5

3月 30 日（火） 学校 朝霞第五小学校から南部保健所に報告書提出

※資料 4

4月 5日（月） 13：30 教育委員会

学校給食会

学校給食会から事故発生当日の対応についての再

度説明を受け協議

4月 6日（火） 教育委員会 学校給食会から事故報告書等を受領 ※資料 1
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４．事故原因と課題

（１）原因

本事故については、学校給食会の商品管理と委託事業者の食材の検収において、適切さを欠い

た取扱いが重なった結果、発生した事故である。

学校給食会では、冷凍倉庫内にサンプル品としてサンプル棚に保管されていた商品が、誤って

出荷する取扱食材棚に混入し出荷されてしまった。混入時期やなぜ混入したかについては確認で

きなかったが、学期ごとの賞味期限管理を１年間見落とし、更に出荷時に品揃え担当者が端数の

5個の賞味期限を確認せずに出庫したことが原因である。学校給食会の手順では、端数食品につ

いては別の箱に詰め、箱の外側に賞味期限を記入することになっているが、この手順についても

正しく行われていなかったことになる。品揃えの担当は、賞味期限切れの商品が正規商品棚に混

入していることには念頭に無く、かつ 1名で多種類の商品を扱っていた。

委託事業者も食材の検収時に正箱の賞味期限のみを確認し、端数の 5個は正箱と同日と思い確

認を怠った。

各々の担当者が賞味期限切れの食材が存在するはずがない、混入するはずがないとの思い込み

の中で適切な手順を踏まずに作業を行った結果である。

更に、学校給食会では、本市の事故当日に他市で同様の事故があったことを把握していたが、

事実確認と対応に追われてしまったことと、品揃え担当者から本市への納品分は問題ないとの報

告を受けていたため、本市への連絡が行なわれなかったことも事故を未然に防ぐことができなか

った一因である。

（２）課題

・学校給食会

商品の保管方法・出庫時の確認作業の改善

事故対応の危機管理体制の改善

・委託事業者

納品チェックリスト記載内容の改善

納入事業者との受渡時の確認方法の改善

・朝霞第五小学校

検収チェックリストの改善

検収室内の改善

・教育委員会（学校給食課）

検収方法の改善

５．保健所等の立入検査

（１）学校給食会

検査日時：令和３年３月１５日（月）

検査担当者：埼玉県熊谷保健所 食品衛生監視員２名

指導内容：①期限管理の徹底を実施すること。

②不適品の管理、整理整頓を徹底すること。
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令和３年３月２６日に報告書（資料５）を熊谷保健所に提出した。

報告書中の再発防止策に記載している職員教育の再徹底については、ISO22000 に基づく

保管手順書（案）を作成し、4月 12 日（月）に食材課職員１２名、及び委託先正職員

6名、4月 13 日（火）に委託先パート職員 6名、学校給食会パート職員 8名に対し研修

を実施した。

また、4月 7日（水）に配送ドライバーへ納品先での相対にて賞味期限の確認を行う

よう指示をしている。

（２）朝霞第五小学校自校給食室

検査日時：令和３年３月１６日（火）午前１０時～午後３時

検査担当者：埼玉県南部保健所 食品衛生監視員３名及び埼玉県保健体育課１名

指導内容：①検食はロットごとに保存すること。

（同じ品目であってもロット番号、製造年月日が異なる場合は全種類を保存する）

②検収の際は期限の確認を徹底すること。

③検収記録に漏れがないように記載することを従業員に教育し、問題が発生した

場合には、速やかに食品衛生責任者（栄養士）の指示を仰ぐ連絡体制を構築す

ること。

令和３年３月３０日に報告書（資料４）を南部保健所に提出した。

６．再発防止策

（１）学校給食会

①品揃え及び納品する際の対策

・品揃えをする際は、必ず２名（ダブルチェック）の担当者で賞味期限等の確認を行う。

・学校への納品時は、配送担当者と検収担当者と相互に賞味期限等の確認作業を行う。

②食材の管理対策

・取扱食材とサンプル食材の区分管理

サンプル品の区分保管を明確にし、サンプル品棚には「サンプル置き場」のプレートを

設置した。併せて食材課職員以外の立ち入りを禁止した。

・取扱食材の賞味期限確認について

学期ごとに行っていた棚卸（実残数・賞味期限の確認）のほか、新たに月一回の頻度で

担当職員が賞味期限の確認を行い、その際担当外職員も立ち会うものとする。

・不適合食材の管理

不適合食材の廃棄処分時には、処分漏れがないか責任者が点検・確認を行う。

③その他

どのような状況下にあっても新たな事故を未然に防ぐことを最優先に、関係自治体と

の連絡体制を見直し、加えて上記のとおり職員等に研修を実施した。
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（２）委託事業者

・検収方法については、本市の基準に合わせて確実に実施する。

・納品チェックリストに記載漏れがないよう従業員に指導する。

（３）第五小学校

・検収担当者がわかるように納品チェックリストに食材ごとに記名欄を設ける。

・検収時に日付の読み間違いのないよう、検収室内にカレンダーを表示した。

（４）教育委員会（学校給食課）

・検収については「学校給食衛生管理・作業マニュアル」（学校給食課で毎年発行）におい

て作業方法等について明記し周知を図ってきたが、事故の発生を受け、検収に関わる全

ての職員（栄養士（栄養教諭・学校栄養職員）及び学校給食課給食調理員、調理補助員

（会計年度任用職員））に対し、検収方法の再確認を行った。また今後、衛生委員会にお

いて、検収の具体的な手順について再検討を行う予定である。

・取扱食材を区分するために、個々にサンプル品である旨の表示をするよう学校給食会に

依頼した。

・学校給食分野の専門家からの意見の反映

サンプル品の取扱方法及び食品の安全管理についての助言をいただき、学校給食会に情

報提供し共有を図り、商品管理体制の改善策の参考とするよう依頼した。



＜資 料＞

資料１ 公益財団法人埼玉県学校給食会事故報告書

資料２ ハーベストネクスト株式会社事故報告書

資料３ 記者発表資料

資料４ 朝霞第五小学校 保健所立入検査報告書

資料５ 学校給食会 保健所立入検査結果・報告書

資料６ 細菌検査結果及び油脂酸化・過酸化物価検査結果

資料７ ドーナツ写真













報告書
令和 3年 3月 30日

埼玉県南部保健所長 様

住所 朝霞市本町１－１－１
名称 埼玉県朝霞市

朝霞市長 富岡 勝則

住所 朝霞市泉水３－１６－１
名称 朝霞市立朝霞第五小学校

校長 唐松 善人

令和 3年 3月１０日に不良食品として指摘を受けました本校において提供しましたポン
デドーナツチョコがけについて、下記のとおりにその事実を報告します。

記

１．不良食品の概要
（１） 不良食品の事由

3月 10日提供した「ポンデドーナツチョコがけ」の納品時に行った検収にお
いて、賞味期限の確認をした。発注数は 25 個で、20 個入りの箱 1つと 5個が
まとめビニール袋に入れられた状態で納品された。20 個入りの箱の賞味期限
は、箱に記載されていた賞味期限「２０２２．１．１１」であると確認をした
が、ビニール袋にまとめられていた 5個は、ビニール袋に賞味期限の記載がな
かったため、20個入りの箱と同じロットの品物であると思い込み、賞味期限の
確認を行わなかった。そのため、ビニール袋にまとめられていた 5個の賞味期
限が「２０２０．１．２７」であったことに気が付かず、児童へ給食として提
供してしまった。

（２） 商品名
（冷凍食品）ポンデドーナツチョコがけ（Ca・Fe）

（３） 形態および容量
個包装 冷凍食品 ２５ｇ

（４） 発見年月日
令和 3年 3月 10日

資料４



（５） 発見場所
朝霞市立朝霞第五小学校 6学年 2組 教室

（６） 発見された状況
6学年 2組児童の 1名が、「ポンデドーナツチョコがけ」の賞味期限が切れて

いることに気が付いた。本人が周りの児童に「ポンデドーナツチョコがけ」の
賞味期限を確認したところ、喫食後の児童の「ポンデドーナツチョコがけ」の
賞味期限が切れていたことが分かった。これら児童の発言をきっかけに、学級
担任が異変に気が付き、クラス全体に「ポンデドーナツチョコがけ」の喫食を
中止し、賞味期限を確認するように周知した。賞味期限を確認した結果、5個
の「ポンデドーナツチョコがけ」の賞味期限が切れていたことが発覚した。発
見された 5個の「ポンデドーナツチョコがけ」を配膳された児童 5名のうち 2
名が喫食してしまった。なお、喫食した児童の健康被害は出ていない。

２．指摘をうけてからの処置
児童の喫食を取りやめ、納入業者に連絡を入れた。

３．原因及び今後の対策
本件発生の原因は、納品・検収時の賞味期限確認の決まりが曖昧になっていたことにあ
る。そのため、再発防止に向け下記のように、納品時の検収体制の見直しを行う。
➀検収を担当した者がわかるように「納品チェックリスト」の食品ごとに記名欄を
設ける。

➁食品の賞味期限を確認する方法を統一し徹底する。
・未開封の箱の場合
→箱に記載されている賞味期限と中に入っている食品（1つ）の賞味期限を照らし
合わせる。

・開封済みの箱や袋の場合
→箱や袋に記載されている賞味期限と中に入っているすべての食品の賞味期限を
照らし合わせるよう努める。

➂納入業者へ異なるロットの商品を納入する場合は、報告をもらえるように周知・徹底
をはかる

④納品・検収時、納入業者とのコミュニケーションを密にとり、賞味期限などが不明点
があった場合は、検収時に納入業者に質問をするように調理従事者に指導を行う。

➄保存食は、ロットごとに採取するようにする。

以上
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